
　　今年もあっという間に師走となりました。コロナウイルス感染症への対策で、いつもとは違う一年となった2020年

　でした。そんな中でも、子ども達は、やっぱり元気いっぱい。遊びに来てくれた子ども達の笑い声のおかげで、支援

　センターは、今年も楽しい一年を過ごすことができました。来年も、可愛らしい、そして、元気な子ども達が、楽しく

　遊べる支援センターであるよう、スタッフ一同努めていきたいと思います。　

《１２月の行事とおしらせ》
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　　１月３日まで

　<１２月の主な行事>　（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆１２月　４日（金）　　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　　 　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆１２月１１日（金）　　とことこ（主に１歳児対象）

☆１２月１８日（金）　　ぴょんぴょん（主に２・３歳児対象）

金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

金ケ崎町子育て支援センターでは、
☆ 月～土曜日まで（祝祭日は除く）

１０時～１６時まで無料開放しています。

☆ 子育てについてのメール・電話相談も

受け付けております。

ちびっこひろばだより12月号

１２月２９日（火）から令和３年１月３日（日）まで、年末年始のお休みとなります。

令和２年１２月１日（火）発行

社会福祉法人愛護会 金ケ崎町子育て支援センター

金ケ崎町西根高谷野原1072 Tel 44－3365 Fax 34-3700 

Eメールkosodatesien@aigokai.jp （ファックス番号が変更になりました。）

チューリッ

プ広場開催

日となりま

す。対象の

お友達以外

の利用はで

きません。

チューリップ広場開催日となり

ます。対象のお友達以外の利用

はできません。

金ケ崎町子育て支援センターの利用について

・マスクの着用をお願いします。

・来所時の健康確認、検温をお願いします。

・お弁当の持ち込みは、お休みとなっています。

ご協力をお願いします。

子育て支援センターでは、子どもさんとの楽しいあそびの時間、あそびの場を提供しています。新型コロ

ナウイルス感染防止の対策については、利用者の皆様のご協力をいただき開所しているところです。

新しい生活様式をうけ、施設の利用者が多数となった場合は、利用の制限をさせていただくことがありま

す。ご不便をおかけいたしますがご理解、ご協力をお願いいたします。



.

1歳前期は、腕を動かす際、肩を支点とする運動が主で、往復線

をかく、なぐりがきが中心です。1歳後期になると歩行が確立し

て、たくさん体を動かすようになると、腕を肩とひじの２支点の

協応で動かすようになり、ぐるぐると丸をかくようになってきま

す。

この１～２歳は、自我が芽生える時期でもあり、表現する力が大

きくなり、描くものにも変化が表れてきます。

☆なによりも「楽しく描く」ことで、意欲につなげることが大切です。

鉛筆の持ち方で握る

1歳３か月～２歳未満ころのポイント（手指の操作）

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

離乳食が完了し、手づかみで食べながらも、スプーンに興味を示し始めます。食卓には、使っても使わなく

ても、毎回必ずスプーンを用意して、「○○ちゃんのスプーンね」と意識できるようにしましょう。

＜1歳3か月から1歳6か月＞

○ スプーンやスコップで、すくったり入れたりができ始める。

○ 積み木を３～10個程度高く積む。

1歳～1歳6か月ころ

手のひら全体で握る

スプーンの持ち方を伝えるときには、大人もスプーン

を持って子どものとなりに座り、手の動きが同じにな

るようにし、やって見せながら伝えます。向き合って

座らずに、となりにすわって伝えましょう。

Pointo

＜1歳6か月から2歳ころ＞

○2つの器に物を入れ分けることができ、一方から他方への移し替えを繰り返す。

○大中小の3つの入れ子を試行錯誤しつつも入れられる。

○まる、三角、四角などの基本的な型はめを楽しんで行う。

○モデルをまねて円錯画をかく。

1歳6か月～2歳ころ 2歳ころから

持ち方は、右のような順

序で伝えていきます。

親指、人差し指、中指の3

本を使い握る。

なぐりがきは、リズム感などの感覚、外界に働きかける積極性、手の動きをコントロールする力な

ど、さまざまな発達を促す活動です。

1歳前期 1歳後期

スプーンを使うためには、握る、腕を持ち上げる、唇を閉じて食べ物をすくい取るなど、様々な

運動機能の発達が必要ですが、一番大切なのは食べたい、スプーンを持ちたいという意欲です。

参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）


